
 

 

令和３年度 第４回石川地方最低賃金審議会専門部会 議事要旨 

 

 

１ 日時 令和３年８月 11日（水）13：32～17：05 

 

２ 場所 石川労働局５階労働局会議室 

 

３ 出席者 公益側委員  ３名 

      労働者側委員 ３名 

      使用者側委員 ３名 

 

４ 議題 

(１)  資料説明 

(２)  石川県最低賃金の改正金額について   

   

５ 議事要旨 

議題(１)について 

事務局より説明を行った。 

 議題(２)について 

 ・公益側委員が使用者側委員と労働者側委員と個別に折衝を行った。 

 ・労働者側は「最低賃金には労働者の生活を支える重要な役割があるとの認識に立

ち、中央最低賃金審議会が示した 28 円の引上げ額の目安については一定の評価

をする上で、隣県との格差是正を考慮して目安額以上の引上げが必要である」と

主張した。 

・使用者側は、「コロナ禍に直面する中小企業、小規模事業者に最低賃金の引上げが

及ぼす影響が懸念される。特に、石川県において主要産業の一つである観光関連

産業、飲食業は厳しい状況にあるとして、今回の引上げは難しい」との認識を示

した。 

・当審議会の公労使がともに求める最低賃金の引上げ対する支援策が政府の施策

に反映され、早急に実行されるよう答申の付帯意見を付けることで全会一致によ

り、中央最低賃金審議会が示した目安額 28円の引き上げで結審した。 

 


